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職務経歴書

Yang Junghyuk（ヤン・ジョンヒョク）
2026年9月29日現在

rctzzang93@gmail.com ｜ linkedin.com/in/junghyuk-yang-533518164

01 職務要約

ITコンサルタントとして企業のシステム刷新やプロジェクト運営の改善を支援した後、AIを活用したインテリア関連サー

ビスを開発するMARS AIを共同創業しました。業務上の課題を整理し、関係者と運用方法を決め、必要な仕組みを実装

して定着させるまでの経験があります。

2019年10月から2025年10月までデロイト トーマツ コンサルティングに在籍。100名を超える複数社合同のシステム開発

では、進捗・課題・リスクを管理するPMO業務を担当しました。特に、メールに分散していた管理情報をRedmineに集

約するため、管理項目や運用ルールの設計、各社との調整、データ移行、利用者への説明を主導しました。さらに、蓄

積したデータから進捗や課題の傾向を把握する分析方法と、週次報告を自動作成するExcel・VBAツールを開発。他の開

発プロジェクトにも展開し、顧客が自ら運用できるようになるまで支援しました。

2026年1月からはMARS AIの共同創業者・CTOとして、一般利用者向けのインテリア相談サービスと、専門家向けの3D空

間制作サービスを開発・運用しています。代表が主導する企画を画面・システムの設計に落とし込み、生成AIを活用しな

がら実装、公開、保守、利用状況に基づく改善まで担っています。

02 職歴

2026年1月 – 現在 MARS AI Inc. 共同創業者・CTO

2019年10月 – 2025年10月 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 最終役職：シニアコンサルタント

03 活かせる経験・スキル

業務改善・IT企画 業務フローの比較・共通化、IT環境の診断、システム比較選定、刷新方針の検討

プロジェクト推進 大規模開発の進捗・課題・リスク管理（PMO）、本社側からの運営評価（PgMO）、複数社と

の調整・合意形成

管理・分析の仕組み化 管理項目・対応フロー・権限・運用ルールの設計、管理方式の標準化・他案件への展開・運

用引継ぎ。計画と実績、課題・リスクの推移を捉える指標設計・分析

自動化・チーム運営 Excel・VBAによるデータ集計・グラフ更新・報告書作成の自動化。最大4名への業務配分・成

果物レビュー

Web・AI開発 TypeScript・React・Next.js、認証・データ管理・外部AI API連携。生成AIを活用した開発・

検証、公開後の保守・改善

3D開発 Unity・C#による3Dアプリ開発。WebアプリケーションとC#・WebAssemblyによる3D処理

の連携
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04 職務経歴

MARS AI Inc.（韓国法人） 2026年1月 – 現在 ｜ 共同創業者・CTO

AIを活用したインテリア関連サービスの開発会社を、インテリアの専門家である代表と共同創業しました。代表が企画

を主導し、私は画面・システムの設計からフロントエンド・バックエンドの実装、公開、保守、不具合対応まで開発全

般を担当しています。生成AIも活用し、実装結果を検証しながら開発を進めています。

INBOT ── 一般利用者向けのインテリア相談サービス

公開 2026年6月 担当 設計・開発・公開・運用

AIとの対話を通じて内装の情報を調べ、完成イメージを作れる相談サービスです。画像の生成・編集、工事見積りの確

認、不具合の診断などの機能を実装しました。公開後も会話や利用状況を確認し、回答品質と操作性を改善していま

す。

INBOT Studio ── 専門家向けの3D空間制作サービス

公開 2026年6月 担当 設計・開発・公開・運用

インテリアの専門家が図面から3D空間を作成し、完成イメージの描画・画像編集・制作物の管理を行うサービスです。

画面と操作を設計・実装し、ブラウザー上の3D処理と、作業内容を管理するWebアプリを連携させました。

使用技術 TypeScript・React・Next.js、Supabase／PostgreSQL、Cloudflare R2。INBOTはOpenAI・

Gemini API、Studioの3D処理はC#／.NET・WebAssembly・Web Worker・Babylon.js

産学連携 仁徳大学校（Induk University）との産学連携事業に採択。2026年10月中旬に活動開始予定

で、研究・開発活動は開始前です。

デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 2019年10月 – 2025年10月 ｜ 最終役職：シニアコンサルタント

グローバルアパレル企業のIT診断・刷新方針の検討

期間 2024年9月 – 2025年1月 役割 ITチームリーダー 規模 顧客・コンサルティングチームを含め約10名

背景・担当業務

業務システムとIT機器の多くがサポート終了済み、または終了間近でした。専任のIT部門がなく、総務担当者と外部ベン

ダーが保守を担う体制で、機能追加や不具合修正にも時間を要していました。

アパレル業界担当チームが主導する案件で、IT領域のリーダーとしてアドバイザーと連携。顧客・ベンダーへのヒアリン

グ、アンケート、資料確認を行い、IPAの資料を参考にした評価項目と重み付けで、システム・運用体制を診断しまし

た。

検討結果・担当範囲

保守負担を抑えやすいSaaSの活用と、継続的にITを管理する社内部門の整備を提案しました。SAP・Oracle等を比較

し、SAPを最終導入候補として選定。IT部門の新設・育成、運用ルールと知識の引継ぎを含む改善方針をまとめました。

後続のシステム導入とIT部門立ち上げは、休職のため担当していません。
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大手インフラ企業のプロジェクト管理改善・標準化

期間 2021年6月 – 2024年8月 役割 PMO／管理方式の整備・状況分析を担うチームのリーダー

規模 100名超・複数の開発会社が参画。最大4名の業務を管理

背景・管理方式の設計

Excel・Word・PowerPointの資料をメールで共有していたため、最新版の判別や必要な情報の把握が難しい状態でし

た。課題・問い合わせ・変更依頼とその対応状況を一元管理するため、Redmineの導入を主導しました。

管理項目、対応・承認の流れ、閲覧・更新権限を設計し、各社のPMOと協議して運用ルールを策定。PMBOKも参考に管

理方式を整え、既存データの一括移行、マニュアル作成、説明会、導入後のフォローまで担当しました。

導入後の変化・データ分析

各社がRedmineを最新情報の参照先として利用できるようになり、作業グループ内に留まりがちだった課題や対応の遅

れも可視化されました。責任者・経営層が報告資料の取りまとめを待たずに状況を確認できるようになりました。

蓄積データを使い、各グループの対応予定と実績、新たな課題・リスクの件数、解決までの日数を、難易度・重要度と

併せて集計。週ごとの変化をグラフ化しました。メンバー2名に分析と草案作成を割り振り、私はレビュー・追加確認と

報告資料の最終化を担当。この資料は週次PMO会議・全体進捗会議の主要な報告資料となりました。

自動化・他プロジェクトへの展開

Redmineから出力したデータの整形・集計、グラフ更新、報告書作成を自動で行うExcel・VBAツールを開発・納品しま

した。さらに、案件固有の管理方式を一般的なIT開発向けに標準化し、顧客企業のプロジェクト管理標準の一つとして

整備。標準とツールは他案件でも実際に利用されました。顧客企業全体のRedmine管理者として、顧客が自ら運用でき

る体制になるまで支援・引継ぎを行いました。

ガス3社のスマートメーター関連システム共同開発

期間 2021年3月 – 2021年6月 役割 PMOメンバー 規模 100名以上・複数の開発会社が参画

スマートメーターでガス使用量を遠隔計測し、データを送るシステムの共同開発に参画。3社共通のシステムに向け、各

社の業務フローを比較して共通フローを作成しました。各社で業務の時期・順序が異なるため、変更が必要な手順と調

整論点を整理。各社の意見を反映し、定例会議で業務フローと要件を段階的に確定する作業を支援しました。業務共通

化・要件協議が続く段階で、別案件へ異動しました。

大手インフラ企業のプロジェクト運営評価

期間 2020年1月 – 2021年2月 役割 本社側のプログラム管理組織（PgMO）メンバー 規模 100名以上・複数の開発会社が参画

役割・評価の進め方

本社側の管理組織に所属し、開発を担う子会社・ベンダーの運営を第三者的な立場で評価しました。開発側のPMOとは

異なり、会議や管理の仕組みが機能しているかを確認し、改善を促す役割でした。評価項目・チェックリストを作成

し、主要会議への同席や作業グループのリーダーへのヒアリングを実施。進捗・リスク管理の問題と改善案を整理し、

各リーダーに対応を依頼しました。本社役員が務めるPgMO責任者にも評価結果を報告しました。

確認した成果

進捗・リスク面で課題があった作業グループでは、改善提言を受けた運営の見直しが行われ、約3か月後の再評価で複数

項目の改善を確認しました。

その他の期間：2019年10月 – 12月 社内研修 ／ 2025年2月 – 10月 休職（プロジェクトへの参画なし）
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05 主な開発実績

INBOT Studio 2026.06 公開

図面から3D空間を作成し、家具・素材の検討やレンダリ

ングを行う専門家向けツール。

C#／.NET・WebAssembly・Babylon.js・Next.js

INBOT 2026.06 公開

住まいの写真や見積書をもとに、内装イメージ・工事費・

不具合を相談できるAIサービス。

Next.js・TypeScript・Supabase・OpenAI／Gemini API

ラク～（racu） 2026.01 リリース

中小企業向けの業務・プロジェクト管理Webアプリ。ガン

トチャート、一覧・ボード、コンサル時代の分析手法を取

り入れた集計レポートを実装。日本の事業パートナーの企

画のもと、設計から運用までを担当。

Next.js・TypeScript・GraphQL・Hasura・PostgreSQL

Wall Of Remembrance 2025.08 リリース

記念館の壁面に記された名前を検索し、その位置を3D空

間で確認できる案内アプリ。MARS AI創業前に、設計から

納品・運用までを担当。

Unity・C#・Cloudflare Workers／R2

06 学歴・語学・資格

学歴 高麗大学校（Korea University）日本語日本文学科　2019年2月卒業

語学・資格 日本語：ビジネス会話／日本語能力試験（JLPT）N1

英語：ビジネス会話／TOEIC 960点

韓国語：ネイティブ

07 自己PR

私の強みは、業務とシステムの両方を見ながら、改善を実際の運用につなげられることです。コンサルティングでは、関

係者と業務の進め方を決め、仕組みの導入から利用者への説明・引継ぎまで支援してきました。

創業後は、事業パートナーの企画を画面とシステムに落とし込み、開発から公開後の保守・改善まで担っています。関

係者との合意形成と、自ら実装・運用する経験の双方を活かし、現場で使い続けられる仕組みを作りたいと考えていま

す。

08 希望する方向性

IT・DXコンサルティング、事業会社のIT企画・DX推進、プロダクトの開発推進を幅広く検討しています。業務上の課題

整理から実装・運用後の改善まで、これまでの経験を活かせる機会を探しています。

入社後は転職先の業務を優先できるよう、MARS AIでの担当範囲の縮小や役割変更を検討しています。兼業の可否・勤務

条件を確認し、入社前に共同創業者と引継ぎ・運用体制を協議して、関与の範囲と移行時期を決める方針です。


